
「資料」

「言葉の発達の様子と指導のポイント」

飯塚知敬（長崎大学教育学部・長崎大学教育学部附属幼稚園）

深塀由比・渕上由起・室野亜洋子・福元みさお・寺田弥寿子

原　京子（以上6名　長崎大学教育学部附属幼稚園）

1　はじめに

今回発表する「言葉の発達の様子と指導のポイント」は、本園における年間の保

育を5つの期間に分け、各斯間について、「トラブル」、「言葉の獲得」、「思考」と

いった言葉の発達と深く関連する項目ごとに「言葉の発達の様子」をまとめ、そ

れに教師の「指導のポイント」を加えたものである。紙面の都合上、今回は5歳

児のみの発表とした。

ところで、一覧表の中に指導のポイントとして挙げられている指摘、例えば「ト

ラブル」の項目の、自分の気持ちを「言葉で伝えることを促す」や、「思考」の項

目の「自分たちで考え合えるように促す」といったことは一見、当たり前のこと

のように思われるかも知れない。しかし、これらを「事例記録」と合わせて読む

と、これらの内容はより具体的に、より深く理解されるように思われる。

「事例記録」は、教師が、言葉の発達に関連する出来事を、子どもたちの生の

声を活かせるようなより具体的な状況において再現することを目指して作成して

いるものであり、平成18年度本園公開研究会の『研究集録』の中に収められて

いる。

例えば、トラブルに関連する事例記録として、「こんなことする…」（『平成18

年度研究集録』）がある。男児七女児がそれぞれままごとをして遊んでいたが、男

児が「女児が自分に悪さをする」と、l教師に訴えに来た。教師が女児にその理由

を尋ねると、「自分が遊んでいたおもちゃを男児が倒したから」と答えた。トラブ

ルを引き起こした過去の行為（おもちゃを倒した行為）は、時間の流れの中でた

ちまち消えて行き、現在はもはやない。そのため女児が自分の怒りの気持ちを男

児に伝えるためには、この消えてしまってもはやない過去の行為を、自らの言葉

の力によって再現することが必要となる。

また、思考に関連する事例記録として、例えげ「しっぽの長かとはカエルじゃ

なか」（同上）がある。子どもが飼育していたオクマジヤクシが変態して足が出た。

しかし尻尾も残ったままである。これを見て、子どもたちは「カエル」なのか「オ

タマジヤクシ」なのか、議論を始める。

このように事例記録と合わせて読むと、「気持ちを言葉で伝えること」や「自分

たちで考え合わせる」というごく当．たり前に思われていたことが、実は言葉の不

思議な力によって初めて可能になっているということを再認識する。『子どものこ
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とば』の著者である岡本夏木氏は、子どもが言葉を獲得する過程は「自由への戦

い」の過程でもあると述べている O 確かに、人聞は言葉を獲得することで、自分

の環境から自由になっていく。過去を再現する力を獲得して、時間の流れから自

由になり、「カエル」の普遍的な意味を理解することで、「オタマジャクシ・カエ

ル?J についても皆で考え合わせ、共通理解に至ることが可能となる O

本園では今後とも一覧表の改善を図って行くと同時に、事例記録を通して、子

どもの言葉の発達をより具体的により深く理解し、これからの保育に活かしてい

きたいと考えている。ご指導をお願いしたい。(飯塚知敬)

2 本園の研究について

(1 )研究の経緯

長崎大学教育学部と附属校園では、平成 13年度から共同研究として、幼稚園

小学校、中学校、養護学校の一環教育を模索し始めた o 研究は、附属校園の授業

や保育を参観後、協議会の中で教育学部と附属校園の先生方が意見交換を重ね、

教育学部の先生方に指導助言を頂きながら、共通理解を図ることからスタートし

たo

各附属校の児童・生徒が自ら課題追究を楽しんでいる姿を参観し、附属校園が

求めている子ども像には、共通点があることを確信した。また、子どもたちが課

題を持ち、自ら思考し、友達と高め合う姿には、幼稚園で育てている心情・意欲・

態度の重要性を再認識した。子どもの学習活動を参観し特に強く感じたことは、

学習には「言葉」が不可欠であるということ、幼稚園で子どもの聴く力や話す力

を育てることと豊かな言葉を育てることの重要性である。コミュニケーションや

理解、思考、表現、伝達の手段として、子どもが言葉を聴いたり話したりする力

は、正に学ぶ力につながるのだと気付いたのである。

幼児の“言葉"に着目して 3年目の研究になる o 言葉が生活や学びに大きくか

かわっていることを十分認めながらも、“言葉"に焦点を絞った実態把握すら十分

できないまま研究は遅々としている。

「子どもの言葉が聞こえる教師になりたい」

「言葉を通して子どもをより確実に理解したい」

という強い願いから本研究をスタートした O この願いは、 3年間の研究を支える

力となっている O

当初の 2年間は研究方法と内容を模索するだけで思うような成果をなかなか挙

げられなくて研究の方向について好余曲折してきたが、子どもの言葉の事例研究

を進めていくうちに、言葉の重要性についてますます強く認識するようになって

いる。

本研究に関連する 3年間の主な研究内容は次のとおりである。



年度| 研究テーマ

16年度|学ぶ力へつながる幼児の

知的好奇心を培うために

一幼小連携を

17年度

めざして-

「つながる Jr広がる」

「深まる」言葉

-教育課程と指導計画の

内容

・「言葉」に関しての実態を把握す

る。

'. r言葉」に関する知的好奇心や

「言葉」のセンスを育む教師の援

助について探る o

-修了児の追跡調査を行い、小学校

での成長の姿をとらえる o

-幼稚園指導要領と本園教育課程と

指導計画の照合及び見直し

-事例研究から言葉の発達の道筋を

見直しヘ向けて一| 探る。

18年度|豊かな学びを育む

一言葉を通して一

( ，2 )本年度テーマについて

-言葉を育てる環境構成や教材の見

直し

幼児の言葉の発達をとらえる O

幼児の豊かな学びを育む環境構

成や援助の在り方を探る o

幼児の豊かな言葉を育むための

目安となる手引書を作成する O

保育研究方法を工夫する。

乳児期と幼児期の 6年間の中で、子どもたちは何と多くの事や人に出会い、

数え切れない程の事を学んでいくのだろう O 興味を持った事には、押さえら

れないエネルギーで何度も繰り返し納得かいくまで取り組む O そうせずには

いられない力が、生まれながらにして備わっているのである。子どもは“生

命力"とも言えるその力によって、自ら学んでいく。その子自身が持つ力で

発達していくのである。しかし、その成長は一様では.ない。入園した子ども

たちの育ちは一人一人違っている o 素質、生育環境、経験、これまでかかわ

ってきた人たちなどが異なるためであろう。このように多様な個性を持った

幼児が、入園を境に、同じ環境の中で「人」や「物」とかかわっていくよう

になる O 互いの生命力を発信しながら、交わったり、街突したり、共感した

り、深め合ったりしてそれぞれの世界を一気に広げていく。私たちは、身振

りや表情なども含めて、子どもの思いが発信するものを“言葉"であるとと

らえた o その子の発する言葉は、その子の“学び"の有り様をそのまま映し

出すと考える O



子どもたちは、言葉を通して自分の思いを表現する O それぞれの思いを受

け止めて子どもの世界は一挙に広がっていく O 互いに自己主張しながら、自

分とは遣う思いや考えがあることに気付き、心を揺らし、思考し、自己の世

界を見つめ、広げ、深めていく O 私共は、この過程を「豊かな学び」そのも

のであると捉えた O この過程の中で、言葉は、伝達の方法であったり、思考

するときの言葉であったりしながら、学びを支えていると考え、今年度のテ

ーマを「豊かな学びを育む一言葉を通して一」と設定した O

子どもの学びは、教師の聴き方や言葉、それもたった一言で変容すること

がある o 教師が子どもの言葉を温かく聴いて受容・共感することによって、

子どもは安心して遊び込む o すると【遊びの満足感→教師への信頼感→その

子らしさの発揮→豊かな学び】へと進化する O また、教師の一言が子どもの

目を輝かせる事も多い O 知的好奇JC¥を子どもが「なぜだろう?J と問題解決

に向けて関心を高めながら追究し、解決や発見の喜びを感じさせることにな

る場合もある o 教師の聴き方や言葉は、子どもに対するものだけでなく、保

護者や教師同士への言葉も、子どもに及ぼす影響は大きい O 日々の園生活の

中で交わされる膨大な量の言葉を再認識し、子どもの豊かな学びを育むため

に、言葉を通して援助の在り方を求めていきたいと考えた O 子どもの言葉を

心から聴き、その子が、今、何を学ぼうとしているのか、何を学んでいるの

かを理解し、その子の育ちへの願いを込めて育ちに応じた適切な援助をする

ことで、その子の学びを更に豊かな学びへと導いていく保育を求めて、この

研究に取り組んでいるのである O

そこで本年度は、子どもの言葉の発達の道筋を明らかにし、その発達に応

じた教師の援助の在り方を探り、指導の参考資料を作ることに着手した o日々

の保育の中で、子どもの言葉や教師の言葉について悩むことがよくあるから

である。教師にとって尽きない悩みの一つだと言える O 言葉について悩んで

いるときに、子どもの育ちに応じた豊かな学び、へと導くための援助を探る一

つの手がかりになればと考えたからである。また、本研究を更に深めるため、

保育研究において VTRの活用を積極的に取り入れ、子どもの言葉を通して

幼児理解を深め、教師の言葉に着目した実践力を高める方法の工夫を試みた O

( 3 )言葉の発達の様子と指導のポイント

幼児の豊かな言葉を育むための指導の手引書作成をめざして言葉の発達

の様子と指導のポイントをまとめた一覧表を、 3歳児、 4歳児、 5歳児の各

学年別に作成した。その中からここには、 5歳児のみを掲載する O



5翻意 i蝿(輔)富葉ぬ籍選0)様子制器輸ポイシト

~一一一~一一一~一一 言葉の発達の様子 指導のポイント

1ト弓τIL※ -サッカーでノレーノレを守らない友達に対し、仲良しの -気持ちを伝え合う場を作り、言葉で伝え

相手であれば、臆することなく不満を言葉で表現でき るように促すなど助言する。

る。しかし、普段かかわりの薄い相手であれば、つぶ

ゃくだけで、相手に伝えきれない。

2 宮藤抑，~，防総足 . T (担任)から注意を受けて、気持ちを尋ねられでも -信頼関係がまだ希薄なこの時期の注意。

援 新しい担任になかなカイ云えることができない。 仕方に百由意し、その子どもの気持ちを引

き出す言葉掛けをする。

-会盛G)成立 -登園時に、保育室に入ると同時に「おはようございま 'Tがあいさつを交わした上で、全体に気付

-教師ζ す。」と大きな声であいさっする子どもが多い口しかし かせ、友達同士で互いにあいさっするよ

-夜遅詞士宮 担任以外に対しては、ほとんど即むを示さなしL うに促す。

-異年齢ぬ守~ -新しい担任とかかわりたいという気持ちから担任に対 -丁寧に対応し、つながりを持つ。

1して「見てJr聞いてJなどの言葉が多しL

-同じ連主.Nこ取り組んでいる者同士で励ましの言葉を掛 'Tも励ましの言葉を掛け、目的を持たせ

け合って、頑張ろうとする。 るような言葉掛けをする。

-かかわりの深い友達の話をよく聞き、思いに応じよう -相手の気持ちに心を傾けようとする姿を

とする。 認める。
ー・・司司同ーーーーーーー・・ーーーーーーーー'ーー・ー 圃---ーーー・・.ー圃ー.ー---喧ーー幅ー圃ーーーーーーーー・・ー幅ーーーー唖ーーー・骨『ーーーー---岨ーー-.・ーーーーーーー ー------ーー"ーーーー-_.唱同国ー・ーー司'ー・・ーーーーーーー同国・ーー司・・ーー園田ー圃・・ー"ー

-1']弓ス全体的 -誕生会でお祝いの言葉を伝えるとき、友達のまねをす -お祝し、の言葉や質問内容をTが意図的iこ

話合いぬ場面む るのではなく、自分の思いを自分の言葉で表そうとす 変え、いろいろな内容があることに気付

る。 かせる。また、その子どもなりに話の肉

-人の話の内容を深く知ろうとして、分からないことを 容を工夫している場合には大し、に認め、

質問する。 その子らしく話せるよう助言するQ

3宮葉防綴錦※ . r右向け右Jr回れ右Jr 4~IjJ rパレットJ。 -年長組遡及の喜びが大きく、初めて聞く

言葉や難しい言葉に対して敏感に反応

する。そこで、生活に必要な言葉を子ど

もの興味関心に応じて徐々に教えてい

く。

4思考策 -カエルを数えるときに、しつぼがなくなったものを数 -それぞれの意見を受け止めた上で、どち

えるか、しつぼがあっても前足と後ろ足が出ていれば らの条件で数えるのか子どもたちで決

よしとするか、それ引もの思いを出し合い、自分の考 められるように見守ったり、話し合いの

えに根拠を付けて説明する。 - 中で提案したりする。

5式ヘぬ拳翻防様子 -クラスの代表として全園児の前で発表するときに、み -全体の前での話し方(態度、姿勢、声の

んなの方を見ながら、気を付けの姿勢で堂々と自分な 大きさなど)をその都度知らせる。

りの言葉で気持ちを話す。 ?式における態度について事前指導する。

-約20分の始業式に真剣な表情と態度で参加する また、年長児になった喜びキ朔待を受付

止め、自信を持って式に参加で、きるよう

にする。

6降宮町腕様子 -なぞなぞ

|干抑制叫 -ブルーツバスケット的10分間)

仔ども嚇3ら調 -伝言ゲーム

| ・テクニック治む -猛関守り

7誕，が脇3砂防 -人が話している時は割り込まないで、最後まで聞く。

る時制諦 -話している人の方へ「おへそを向けて」目と耳と心で聞く。

-マナ}等 -降園前の保護者への話も静かに一緒に聞く。

-話し合っている人々 の聞を通らない。

8釜ぬ他 -ことわざの絵本の読み聞かせのとき、何人かが知っていることわぎを発表する。

※・・・事備を取る項目 0・・・宮葉附抑揚鞠ポイ〉ト



5歳鬼 i賜(開)宮翻発達.(;)様子也3器輸ポイント
ー一ー-ーーーーー~ーー- 言葉の発達の様子 指導のポイント

1ト弓τIL※ -かかわりが薄い友達同士では、お互いの気持ちを十づま .Tが両者の言い分を受け止め、お互いに

に言葉で伝えられなかったり、相手の話に耳を傾けな 伝え合わせるよう話し合いの場を作る。

かったりして、話し合いにならない。 さらに、一緒に遊んでいる子どもも誘う

ようにする。

z宮葉的制Ji!:r.胸部足 -分からないことや因ったことがあるときに、すぐにT -子ども同士で角写決できることである場合

業 に尋ねに来るが、 Tが助言することによって子どもた は、子どもに返す。

ちで思いを出し合い、助け合うなどして問題を解決し

-会部方成立 ょうとする。

-教師ζ -遊びゃ弁当など同じ揚にいる友達と溺矢のことやお弁

-京溜司古芭 当の中身のことなどいろいろな会話を楽しむ。

-呉年齢ぬ守也事に • 5、6名のグループで話し合うとき、自分の気持ちに -意図的にみんなで話し合いをする場を

理由を付けて話す子どもが多くなる。まだ、自分の気 作る。みんなで、考えを出し合って、決め

持ちを表現することに一生懸命になり、話をまとめる たことが遊びゃ生活の中で生かされ、楽

のに時間がかかる。 しさを味わう経験が持てるようにする。
ーー・・---ーーーー・・・・『ーーー・ーーー恒ーーー晶画

-1]'弓ス全体ri)' 自分の考えやイメージを低抗なく言葉で表現できる

話合いぬ場面む 子どもが10名程度おり、その子たちの発表から他 .Tは、子どもたちの話をまとめて、決定

の子どもたちもイメージを広げて、話し合いに参加 したことを投げかけ、主信念ずる。

している。

3宮葉ぬ錨得※ • r.飼育当番J -知ろうとする意欲を認め、子どもが求副

. r温かい目」など知らない言葉の意味を積極的に知ろう ている答を護者号できるよう支える。

とする。 -辞書など、言葉の意味を自分で調べる'こ

とができるものを常備し、その使い方を

必要に応じて知らせる。

4思考※ -自分が知りたいことに対して、調べる方法を考える。 -自分たちで考え合えるように口を挟まず
「 .12匹いたカエノレが減っている理由を4、5名で話し 見守り、機会を捉えて考えが深まるよう

合う。 に助言する。

5式《ぬ番菰腕様子 -避難訓練で、約10分間立ったままTの話を聞こうと

する。

6降屋町腕様子 -歌の歌詞からイメージを広げ、自由に言葉で表現し合

-子ども織しん，"01もこど って楽しむ。

{子ども仰恥日調 . ~アルプス一万尺l~おちゃら刈など二人組で遊ぶこ

-テクニック蛤む とを喜ぶ。

-名前を逆から呼ぶことを楽しんで出席カードを配布す

F暫時
る。

-話している人としっかりと目を合わせる。 (dJ5;音が自分を見ていないときも、話者の方を見る)

-体操座りで足を両手で抱え、背筋を伸ばして姿勢良く話を聞くよう指導する。

-降園時に保護者への担任の話を保護者と一緒に静かに聞く。話の意味が分からないときでも、話

が終わるまで、黙って聞く。

8をぬ他



5歳児 1I髄(鋪・7時)竃職議選:(;J横手と指駒ポイント
一一一一一 一 言葉の発達の様子 指導のポイント

1ト弓τIL※ -自分のイメージや考えを伝えようとするが、お互いに -言葉で気持ちを伝えようとすることを認

受け入れられなかったり、自分の理由をきちんと伝え めて、話し合う場を作ったり、当事者だ

られなかったりするために、お互いに理解できず、手 けでなく周囲の子どもたちも一緒に考

が出ることもある。 えさせたりする。

-乱暴な行動はやってはいけないことであ

ることと併せて気持ちを言葉で伝える

ことの大切さを指導する。

-自分たちで角字決策を提案するが、表面的な解決で終始 -解決しようとする姿を認めつつ、子ども

し互いに納得していないこともある。 の本心を聞き出して周囲に伝えたり、み

んなで出した解決策が適切であるか考

えさせたりする。

z 言葉ぬ明記~，防総足 . rOOちゃんのせい。」等と責められでも「そんなι言 .Tが責められた子どもの気持ちに共感し

議 わないでよ。Jと言い返す事ができるようになる。第3 相手の気持ちを考えた話し方に気付か

者は冷静な立場で中立的なアドバイスができる。 せるようにする。

-会話ぬ成立 .Tの{rF1l-iJ~無くても自分たちだけで (5"-'6名程度) .，様子を見守る。

-教翻ζ 声を掛け合って、遊び始めることができる(ハンカチ

-京建同士'l! 落としや王様ゲームなど)

-J輯事初予ぢ志に -泥団子の作り方や折り紙の折り方を教えるとき、「ま -適切な表現を認める。

ずjrそれからJなどj唄序を追って話すユ
ー・・ー・・ー園"ーーーーーーー同司ーーーーーーーー司圃 ーーーーーーーーー--陣ー-ーーー圃.恒ーーーーーーーー-ー・・ーーーーーー司ーーー圃ーーーー帽申『ーー曙ーーーーーーーーーーーー ----・ー-----.ーー・--ーー・・・ーー・・・・ー---句ー-_.・ー_.・・ーー・・・・・ー・--

-1]=予ス全体ぬ -クラス全体で集まったとき、担任の話は聞くが、実習 -だれの話でも真剣に聞くことの大切さを

露合'1(;)場面否 生の話は真剣に開こうとせず、ふざけることがある。 指導する。

しかし、子どもたち同士で f静かにして。Jなどの注意

ができる。

3吉葉ぬ猿得※ -サッカーをしながら、ゴLーノレキック、スローイン、 P • Tf士、適宜 rooって何?Jと尋ね、子

Kなど専門用語を使おうとする。 自に説明を耐ことな周囲にいる子|

どもたちにも言葉の意味が分かるよう

にしていくo

4思考※ -ドンジャンケンやサッカーで、チ}ムの人数を揃えよう -みんなで考える場を作り、子どもから意

と fこっちのチームが足りん。Jrこっちに何人守れば 見を出させるようにする。見守りながら

よカミJと言いながら、人数を揃えようと人を動かした 意見を周囲に伝わるよう助言したり、補

り、頭の中で考えて何人移動したらよいかを伝えたり 足したりする。

している。

-船のスクリユ}を「ミヱ長に回したら、前に行く。J . rこっちJを具榊切こ言葉で言い表せる

与0 1主に回したら、パックする。jとつぶやきながら ように働き掛けたり、 Tが「こっちJが

実際にスクリューを前向きや後ろ向きに回している。 意味することを「船の前の方Jなどと言

い換え、具体的に表現したりする。

-思考を深めることができるように、遊び

の内容の吟味、環樹高成の工夫をし、遊

びの空間や時間を十分確保する。

5式への鋭的様子

6.降臨ザρ様子 . roの付くものは何だjというゲームのときグループで、

-子どもd漆しんでいる二と 話し合い、正解を考える事ができる。

仔rものmlM)日調 . wいやいやえん』の読み聞かせで約10分間集中して閲

-テクニック蛤む くことができる。

7盟必勝1郎防 -人の話を聞いているときには、思いつし 1たことを話したくても、その人の話が終るまで待つよう

る時窃指導 lこ鱒を徹底する。

-マナー等

8をぬ他



5鶴見'"期(9周・10闘)竃葉(;)鎚謹:Ci)様守也指導oポイシト
一一一一一一一

1ト弓τ/(，※

2 吉葉均"'~，防総足
滋

-会歯刀成立

・叡聞乙
-窓趨苛士宮
・呉年齢G守ぢ壱に

言葉の発達の様子 | 指導のポイント

-当事者同士の言っていることが一致せず、 トラブノレに|・両者の言い分を受け止め、子どもたち同

なる。第三者の子どもは「どちらが本当か見ていなし¥1 土で話し合える場を確保する。必要に応

けん、分からんもんねえ。jと判断せず、当事者に任せ| じてそれぞれがどのようにすべきか考

るが、そばで成り行きを見ている。 1 えさせるなどの助言をする

-友達の取り合いになる。 3人で遊びたいのにの rool・3人とTで話をして、お互いの気持ちを

ちゃんと、遊ばないで。!と言わ九それを受け入れる| 自分で言うように促した。

が、一緒に遊びたい。しかし、自分では伝え伝れず、 |・戸外遊びキ集団での遊びに誘い、多くの

母親や担任の力を借りて、自分の気持ちを伝える。 1 友達とかかわらせる。

-おっとっとができない友達にやり方を教える。「ひもを|・ Tあ受け止め、言葉を足したり言い換え

ピンて引っ張ってJrまっすぐ見たら転ばないよ。 たりして、相手に伝わりゃすくする。

・おくんちごっこの傘鉾を持つ順番を決めようと提案。 1・子どものアイディアを認め、遊びの様子

提案した子どもが、メンバ一一人一人に尋ねて回る。 1 を見守りながら子どもたちに任せる。

決定したことをその都度メモしておく。

-前日の約束や降園後の遊びなどを縮忍し合う。

-1']，弓ス全体ti)・リレ}の)1慎番決め、 17名のグループで話し合う「丸|・大切な話し合いであることを知らせて、

話合いぬ噂Ii'C: Iくなって。Jroo君が1番ね。」などと公正な意見を言1皆で真剣に取り組むよう促し、自分たち

いながら進めていく子どもが3""'4名。その他の子ど| で話し合う場を持たせる。

3言葉切猿得※

4思考※

もは意見を受け入れて話し合いに参加する。約5分間1.Tも加わって、子どもが決めた内容を尊

話し合って決める。 〆| 重しつつ、一人一人が力を発揮できるよ

うTが助言をする0

・運動会に関する取り組みの中で「障害走JrアンカーJ1・Tが進んで使用し、耳になじませる。必

「開・閉会ねなどを覚え、使用する。 1 要に応じて意味を知らせるようにする。

-祖父母へのプレゼント作りで、ひもの通し方を貝本と

異なるやり方で遁す。 2""'3日して、友達が通してい

る姿を見つめ、間違っていることに気付きゃり直す。

「イ可か僕、違うみたい。j

.Tがやり方を教えてしまうのではなく、

子ども自身て気付くように言葉をかけ

る。また、子どもが自分自身で考えられ

るよう時間を確保し、子どもが気付いた

ことを大いに認める。

5式への鋭腕様子|・夏休みあけの始業式で、時間が長くてもしっかりと参

加しようとする。傑中し、姿勢がよし¥)

-全園児で集まる機会を利用して、 4シ少者
の手本となるように促したり励ました

りする。

6降置首ua精子
.子ども織しんかるこど

仔ども棚b日調
・テクニック蛤む

7諒，膨醸跡¥1e'防
る時ぬ指導

・マナー等

8釜G他

・運動会の開会式では、約10分間気を付けの姿勢で、

話を聞いたり歌を歌ったりする。閉会式でも疲れを表

に出すことなく約10分間しっかり話を聞いた。

-戸外で立つ経験、話を聞く経験を取り入

れていく。

-伝言ゲームで、「今日は風が強いなあjを「今日はカチトみんなで楽しめる言葉遊Fを紹介する。
カチ山Jと伝えたグ凡{プがあり、その違いをみんな|・伝言ゲームでは正しく伝えることを認

でおもしろがる。 1 めるとともに、言葉のわずかな違いが全

・roの付くものは何だJで、いろいろな言葉を考え出し| く異なる意味になる事などを子どもと

クラス全体では1""'2分で30語近くの言葉を思し可寸| 共に楽しむ。

く。 I・Tも率先してなぞなぞやお宮古を創作して

・自作のなぞなぞ、お話作り | 紹介する。

-運動会の開閉会式やその他の式で、前に立つ人が礼をしたとき、一緒に礼をすることを知らせる。



5歳児 JV期(JJ開・12自)竃寵命議謹ci)様子邑指導Ci)jft，イシト
ーーーー『ーーー‘ーーーーー、ーーーーーーー- 言葉の発達の様子 指導のポイント

1ト弓τIL※ -トラブノレの様子を見ながら問に入札 rooちゃん、泣 -子どもたちの様子を見守り、自分たちで

いてるよ。謝りに行こうよ。」などと促す。 解決しようとした姿を認める。必要に応

じて助言したり仲介したりする。

-トラブ〉レが起こってもTにすぐ知らせることが少なく -トラブルの事後報告を受容し自分たちで、

なり、自分たちで何とか解決しようとする。ただ、「こ 解決しようと考え合ったことを認めた

ういう事があったj というトラブルの薪麦報告は増え 上で、当事者同士のかかわり方や内面を

る。 探り、必要に応じてフォローする。

2 宮葉均明記~，防総見 -家で書いてきた手紙を友達同士でやり取りすることが -税絵をとらえて、手紙の内容を確認し、

滋 増える。(特に女児に多い)手紙には、「今度一緒に遊 適切でないとTが感じた場合は、個別ま

-会部刀成立・教師 ぼうねJr大好き。jなどと友達に伝えたい自分の気持 たはクラス全体に対し指導を行い、イ果護

に・友達詞士T: ちを簡単書いている。 者にも指導内容を伝える。
、

-異年齢ぬ予古事』乙
ーーーーー四国ーーーーーーーーー司圃--圃ー田ーー ーーーーーー圃ーー圃ー--回目ーーーーー『圃帽圃同ーー・・ーー・--ーーー-ー『ーーーーーー情・・ーー，ーーーーーーーーーーーーーー ーーー帽.骨『ー・・唖骨骨ーーーーー-ー圃ーーー曲目ー『喧圃同 a・ーー・・同ーー・・ー-ーーーーーーーー・
-1]弓ス全体CI) -クラス全員での遊びゃ生き物の飼育についてなどの話 -積極的に話し合し1に参加しなし、子の思い

露合'10)場面否 し合いに集中して参加し、自分の考えを発表する子ど を引き出しながら、話し合いの一員とし

もが増える。係句50%) て参加することを楽しませる。

-ハンカチ落としのルーノレlこついて、遊ひ、の中で、思って -その場で子どもが決めたことをTが確~ß

いることや考えていることを言う。遊びをより楽しく したり、分かりにくいところを質問した

するための提案をみんなで話し合い、共通麟卒を深め りして決定事項が全体に行き渡るよう

て遊びが進む。 にする。

3富葉紛議得※ . r木工Jr釘抜きJr.版画'Jr.パレン」 -遊びの紹介をしながら、使い慣れない言

-シルエット康腸で出てきた「琵琶Jについて知ろうと 葉を紹介していく。

する。 -国諦棋を用意しておき、子どもが疑問

を持ったとき、一緒に調べる。

4思考※ -年長児全員による話し合いで、ホワイトボードに書い -子どもが自分の考えを、相手に分かりゃ

てある内容を指すときに[とから5番目の・・・ Jr縄 すく伝えようとする姿を認める。ゆか

間~の下の・・・ j など書いてある位置が分かるよう りやすいねえ。Jrそんな言い方があるん

に具体的に言うことができる。 だね。J

-二人組を作るときに、欠席人数を考え「一人余るぽず . rなぜそう思うの?Jrなるほどね。j冷

，だよ。Jと指摘したり、二十日大根の収穫時に「あと 8 ど、子どもがその考えに及んだ過程を話

本で、みんな持って帰られる。Jと考えを述べたりする。 させ周囲に伝えたり、自分なりに誤/11錯
-影絵遊びのとき「前に言ったら小さく映る。Jなどと気 誤して考えた事を認めたりする。

付きを確かめ合う。

15式ヘぬ鋭同様子 -小学校入学への関心が高くなり、姿勢や返事などを意 -子どもの意欲を認め、周りの子どもにも

識する子どもが増える。 気持ちが広がるように促す。

. 2学期終業式では、姿勢を保ちながら約30分間座っ

て先生守安達の話を聞くことができる。

6降撞踊fρ様子 -お話作りを楽しむ。自分で考えた場面をみんなの前で -集中して聞く雰囲気を作り、発表できた

-子どもd喋しん:e¥t'ること 発表し、次に別の友達がその話を続ける。 4'"'-'5名の ことや話を作ることができた事を認め

仔どものmrM)日調 話が続く。知っている物語の内容を変えながらオリジ る。

-テクニック蛤む ナルの話を作る。

-ハンカチ落としやフノレーツバスケットなどのゲームを、 -自主的な活動を見守り、誘い合いやノレー

自分たちで進める。 ルの確認をしている姿を認める。

7恕，，1e'.'限財 -長時間でも集中できるようにする。→1時間弱、話し合いの時間を設ける。

る時制諦 -立った姿勢で、話が聞けるようにする。→全園児で集まる会や式のとき、立ったまま約10分の話

-マナー等 を聞く機会を設ける。

8廷の他



5藤児 V賜(I目・2目@謬閤)宮麓ぬ品骨
一一一一一一一 言葉の発達の様子 指導のポイント

1ト号ヲIL※ -共同作業のときに、自分のイメージを形に表すことに -同じ目的に向かっているが、イメージが

集中し、お互いの，思いを伝え合っていない。しかし、 すすしているだけであるので、高め合いを

それそ三れの言い分を言い合ううちに相手の気持ちを理 期待して見守る。必要に応じて落ち着か

解し、自分たちで折り合いを付けようとする。 せたり相互の思いをつないだりなどの

助言を行う。

2 宮襲~~，防総足 -友達が落ち込んだり泣いたりしているところに励まし -友達が困っている理由を察しながら接し

諜 や慰めの言葉をかけて、立ち直らせようとする。「大丈 ている子どもを認め、支えてもらった子

-会錨刃成立 夫よ。J[できるよ。Jrもう 1回じてごらん。Jなど。 どもにも「良かったねjなどと声をか

-数時ζ -トランプやこま回しの方法などを具榊旬こ言葉で教え け、相手を思った言動を表現するよさを

-ß:j遥同士~ ょうとする。 伝える。

-異年鴎ぬ予乞壱広
ーー・・ーーーーー，ーーーー・圃司圃ー喧ーーーーーーーー咽司ーーー--・ーーー----ーー帽---同・』ー・・同ーーーーーー喧ーーー ー-------------ー甲咽帽輯曲ーー・・・・ー-ー岬ーーーーーーーーー'・ーー--ーーーーーー

-1]<弓ス全体ぬ -大人数に向かつて、自分の考えを言うことができる。 'Tは事前に話の方向性を予想しておき、

話合いぬ場面芭 進んで発言しない子どもも指名すると何とか話そうと 子どもの意見を中心にして進行や話の

する。 整理を行う。

-約60名の話し合いのとき、人の話を聞いて自分の考 -子どもの思いに共感しながら聞く姿勢の

えを話すことができるようになる。 大切さを知らせ、話し合いを進める。

-約60名で、お話作りを楽しむ。 -話し合いの中で話し合いの条件(例:子

ども会の話し合いときに[協力Jrステ
}ジ上で見えるものJr楽しいものJ)を

繰り返し、考えるとき、思考する際のポ

イントを明確に伝えながら話を進める。

-人と同じようなことを繰り返じ発表する

子どもがいるので、ストリーを瑚卒し|

やすいようにホワイトボードなどに書

き込んだり、話をまとめたりする。

3富葉ぬ穏得※ • r賛成Jr協力Jr反省Jr時は金なりJr角箱Jr升」 -使い慣れない言葉が出てきたときに、 T
「合奏Jr合唱Jr背景Jr卒園」など。 がその意味を説明するのではなく、子ど

もに尋ね、子どもなりに説明させる。

4思考※ ， -トランプ首長}、の「ばば、ぬきJr 7並べJ月中経衰弱jな 子どもなりに考えている姿を見守りなが

どで「同じ数を合わせるJr数のJI慎序を考えて並べるJ ら、子どもと同じレベルで遊ぶ。

などを楽しむ。

5式ヘぬ拳指扮様子 -修了証書授与式の中で、ステージから大勢に向かって -約10目前から、一人一人の力に応じて

将来の夢を大きな声で発表する。 声の大きさ、頑内張容っ、態度などを丁寧に指
. 1時間手製芝、静かにいすに座っている。 導していく。 ている姿を大いに認

め自信を持たせるようにする。

b賂磁紛様子 . ~.何で、もバスケット』で、条件をいろいろ考えて言える -これまで楽しんだゲームを大いに取り入

-子ども搬しん，"01'るこど ようになった。 れ、遊びの進め方や内容について意見を

仔どもの日!日もi調 出し合う姿を大いに認め、見守る。

-テクニック鈴む -約10分の読み聞かせを喜び、集中して聞く。 -子どもが興味を持つような本を選ぶ。

(物語の内容や話の量など)

7諒ite'践が!te'lす -クラス全体で集まったとき、子どもを姓で呼ぶようにし、自由に遊んでいる時間との場の違いに

る時向指導 気付かせる。

-マナー等 -降園時に、いすに座る機会を多く設け、着席したときの姿勢を教えたり、長時間着席して話を開

く経験を持たせたりする。

-挙手の仕方や呼名されたらときに返事がよくできる子どもを認め、周囲に紹介して模範的な行動

に気付かせる。

8送ぬ他 -相手が傷つくようなこと(身体的側致、よだれなど)を冷やかすことがある。その都度その場を

とらえて指導する。



3 おわりに

この研究を通して、私共が努力するようになった主な事は次のとおりである O

子どもを受容し、認めること。

子どもの言葉を聴くこと o

子どもの言葉から、子どもの気持ちを理解しようとすること。

子どもの姿(言葉、表情、周囲の様子その他)を記録し、考察すること O

記録をもとに教師同士で幼児理解、環境構成、指導について検討すること。

子どもの言葉及びその事をもとに考えたことを、保護者に伝えること O

保護者の言葉を聴き、語り合うこと O

子どもの疑問・関心を引き出し、問題解決への心情・意欲を高めること O

TPOに応じた言葉を話すこと。

教育要領や本園教育課程及び指導計画を読み込むこと。

修了までの育ちを見通した保育計画を立て¥計画的に実践すること O

同学年で、子どもの育ちを語り合い、適切な指導を工夫して実践すること o

以上のほかにも、教師が経験から培った幼児観を客観的に見直すなど各自が子

どもの育ちのために積極的に研修を重ねているところである。

今回提示した「言葉の発達の様子と指導のポイント」は、平成 17年度に着手

したものであるが、まだまだ検討は不十分であり、平成 19年度の事例記録と検

討を継続することにより、一覧表の改善を図りたいと考えている。

一覧表作成の経緯には、新任教師の役に立つ資料をまとめたいという思いがあ

った。多くの教師が子どもの言葉を聴くことの大切さと教師の言葉の力を高める

ことの必要性を感じながらも、実際にはよく分からないまま繁忙な職務に流され

る中で、計画的な言葉の指導について実態に即した研修を行うことが難しいから

である L新任教師と敢えて表現したのは、本闘には長崎県の教育委員会との人事

交流によって公立小学校教諭が着任しているのだが、幼稚園教諭としては新任で

あり、保育についての悩みを抱える姿が顕著に見られるからである o 環境を通し

て総合的な指導を行う幼稚園教育では、時間割や教科書が無い生活丸ごとの保育

の中で、教師は、子どもの言葉にならない言葉からつぶやき、更には話し合いま

で高まる子どもの言葉を受け止め、適時適切に応じなくてはいけない。しかし、

子どもの言葉を聴くことすらままならない日々が続き、いつ、どのように言葉掛

けをしたらよいのかが分からないと悩んでいる内に保育は停滞しがちで、時が過

ぎることがよくある o 本園の教員採用事情に限らず、幼稚園では採用の回転が速

い所が多く、教職経験が豊富な教師が育ちにくい土壌があることも現実である。

子どもの豊かな学びを育むための言葉の指導について、保育のヒントになれる

参考資料を発行することを目標に、改善を重ねていきたい。一覧表だけを見直す

と、分かったような気がした内容が第 3者には非常に分かりにくいものである事

に気付いた。事例記録が無くても、保育向上のための言葉を通した指導のポイン

トが分かりやすい資料作成ヘ向けて、形式や内容について御指導をお願いしたい。




